
地下鉄 ： 丸ノ内線、千代田線、日比谷線「霞ヶ関」駅下車
　　　　出口 B３a、B３b（中央合同庁舎５号館直通地下通路）、C１

※出口B３bの利用時間は、平日の７時～21時となっています。
※ご来館の際は、身分証（学生証、免許証など）をご持参ください。
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〒１００-８９１６
東京都千代田区霞が関１丁目２番２号中央合同庁舎５号館
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薬系技官＊は、薬学、化学、生物学等の基礎知識を背景にして、よりよい日本を築くために、あるいは日々発生する
諸問題に対処するために、他職種や他省庁の職員等と協働しながら、職務に邁進することが期待されています。その
活躍分野は意外に広く、薬事行政分野のみならず、研究開発振興、食品安全、化学物質規制等の多岐の分野に渡って
います。日本社会には、科学という言語だけでは理解されず、また解決することもできない多数の機微があります。
そのような社会にあって、世の中の感情に流されず、正しい知識を基に判断し、内に外に伝えていくこと。薬系技官
には、そんな「メッセンジャー」としての役割もまた、求められています。

＊厚生労働省における総合職（化学・生物・薬学）の採用は、薬学部の卒業生に限定しているわけではなく、様々な他学部の方もいますが、
　主として薬事分野の業務に携わることから、このパンフレットにおいては、便宜的に「薬系技官」と称しています。

薬系技官とは
医薬品や食品、化学物質など「モノ」が人体に与える影響に着目した、
国民の暮らしや健康保持・増進に関する制度作りの他、安全な医
療を届けるための仕組み作りの中心となって活躍する技術系行政
官のことです。

こんな想いを持っているなら、あなたの力を発揮できる仕事が待っています

「国民の幸福」が私達の求める利
益です。様々な状況におかれてい
る人々に目を向け、社会に貢献し
たいという気持ちが大切です。

制度作りは自分一人ではできませ
ん。多くの専門家や関係者の意見を
聴き、自らも知識を吸収しながら、
協力して取り組みます。

社会は常に変化しています。既存の
枠にとらわれない柔軟な発想力と
ともに、社会全体をよりよい方向へ
と変えていきます。

人のため、社会のために
役立ちたい

様々な人たちと協力して
自分を高めたい

大きな改革に
チャレンジしたい

薬系技官とは・・・・・・・・・・・・ 3

薬系技官が担う分野・・・・・・・・・ 4

審議官からのメッセージ・・・・・・・ 5

活躍するフィールド

　ー 医薬・生活衛生局

　総務課・・・・・・・・・・・・・・ 8
　医薬安全対策課・・・・・・・・・・ 9
　医薬品審査管理課・・・・・・・・・10
　医療機器審査管理課・・・・・・・・11
　監視指導・麻薬対策課・・・・・・・12
　国際薬事規制室・・・・・・・・・・13
　化学物質安全対策室・・・・・・・・13
　食品基準審査課・・・・・・・・・・14

　ー 大臣官房
　厚生科学課・・・・・・・・・・・・15

　ー 医政局
　研究開発政策課・・・・・・・・・・15
　医薬産業振興・医療情報企画課・・・16

　ー 健康局
　予防接種担当参事官室・・・・・・・16

　ー 保険局
　医療課・・・・・・・・・・・・ 17

TOPICS

令和４年薬機法等一部改正の内容
 （緊急時の薬事承認、電子処方箋の仕組みの創設）・・ 6

　PMDA ・・・・・・・・・・・ 17

　文部科学省・・・・・・・・・・ 18

　広島県・・・・・・・・・・・・ 18

　AMED ・・・・・・・・・・・ 19

　国立がん研究センター・・・・・ 19

幅広い場面で活躍する薬系技官・・ 20

協働する仲間たち・・・・・・・・ 21

C O N T E N T S

世界で活躍する薬系技官・・・・・ 22

薬系技官のLife Style ・・・・・・ 24

ワークライフバランスを
サポートするさまざまな制度・・・ 26

若手薬系技官に聞いてみました！・・ 28

先輩薬系技官からの MESSAGE  ・ 30

キャリアパス・・・・・・・・・・ 32

Q ＆ A ・・・・・・・・・・・・ 33

募集要項・・・・・・・・・・・・ 34

行政官には色々な人の声に耳を傾け、政策を実行する能力が必要
です。 薬系技官はこのようなスキルに加えて、理系の基礎知識や
「科学的にデータを評価し論理的に考える能力等の専門性」を武
器に仕事を進めます。

薬系技官の武器は分野の専門性と行政スキルです政策立案から実施に至るプロセスすべてに関わります

下図は、政策の立案から実施に至るプロセスの一例ですが、薬系技
官はすべての過程に関与します。円滑で適切な問題解決ができる
ように、わかりやすい資料を作成し、関係者と意見交換していくこ
とが大切になります。

政策の立案

審議会での議論現場視察 政策案・法案や
予算案の立案

政策の決定

国会にて政策決定
（予算、法案）

政策の実施

現場の視点
専門的議論

薬系
技官

理系的知識

科学的判断力

知的好奇心

分野の専門性 行政スキル
調整力

コミュニケーション能力

問題解決能力
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これらはほんの一例で、人々の健康や医療など、
「生きる」に直結する仕事を担っています。

薬系技官は、幅広い分野で
国民の「生きる」を支えています。

研究開発
分野

食品安全分野

化学物質
分野

保健医療分野

薬事分野

● 診療報酬、調剤報酬
● 薬剤師の職能
● 薬価、材料価格
● 後発医薬品の使用促進

● 国際案件
● 感染症対策
● 災害・テロ対策
● 政府の基本方針の調整

● 医薬品、医療機器、再生医療等製品、医薬部外品、
　化粧品の品質・有効性・安全性の確保
● 麻薬・大麻・覚醒剤・危険ドラッグ等の取締り
● 献血の推進

● 医薬品の販売制度
● 薬剤師国家試験

● 化学物質のリスク評価
● 家庭用品の安全対策
● 毒物・劇物の取締り

● 医薬品・医療機器・再生医療等製品
　等の研究開発の推進
● ライフサイエンス分野の研究開発の推進
● 医療系ベンチャー企業の支援

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性
の確保等に関する法律等に基づき、世の中に流
通する医薬品等を国民の皆様に安心して使って
もらえるようなルール作りを行います。

医療の一翼を担う薬剤師の役
割及びそれを踏まえた診療報
酬の在り方の検討や、医薬品
等の価格を適正に評価し決定
することで、国民が安心して
医療を受けられるような体制
を整えます。

食品衛生法等に基づき、食
品の添加物や包装等のリス
ク管理を行うことで、「流
通している食べ物は安心し
て食べられる」という“当
たり前”を守ります。

新規及び既存化学物質をはじめ毒物
及び劇物から身近な家庭用品まで、
国民の健康に関わる化学物質の安全
対策を行います。

医薬品等を大学や企業が開発しやすい
環境を整えたり、研究予算を確保した
りすることで、日本のライフサイエン
ス研究を支援します。

その他幅広い分野にわたり、国全体
で進めていく施策などに貢献してい
ます。

● 食品添加物指定、規格基準
● 食品のリスク評価、安全監視
● 食品中の農薬等の残留基準
● 器具・容器包装の規格基準

厚生労働省大臣官房審議官
（医薬担当）

Y A M A M O T O  F u m i

その他
行政分野

昭和から平成に移る頃、スマホ1台でこれほどのことが

できる社会が到来するとは想像もしていませんでした。

平成から令和に移る頃、新型の感染症がこれほどに

人と社会に猛威を振るう日々がすぐ近くまで迫っている

とは思いませんでした。

国際情勢、経済情勢など世界は慌ただしく変動し、

思いもよらない事態も発生します。

様々な新しい技術が日常生活の中に登場し、

刻々と変化する社会の中で、それでも、

私たちが目指すものは時代を通じて変わりません。

グローバル化が加速する世界を相手に、変化する社会と

進歩する科学技術を感じながら、人や社会のために、

今に立ち向かい、未来の「健康」「医療」「食」「環境」を

創っていきます。
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医薬品や医療機器等の取り巻く状況の変化を受け、令和４年に「医薬品・医療機器等の品質、有効性及び安全性の

確保等に関する法律」（薬機法）等の改正が行われました。この改正では、緊急時に新たな医薬品等を迅速に承認

する「緊急承認制度」と、現在紙で行われている処方箋の運用や処方情報等のやりとりを電子的に行える「電子処

方箋」の仕組みが創設されています。この制度を担当している２名に話を聞いてみました。

令和４年薬機法等一部改正の内容
 （緊急時の薬事承認、電子処方箋の仕組みの創設）

プロジェクト・トピックス

緊急時のための特別な
医薬品等承認制度の創設

デジタル技術を医療現場に
つなぐ電子処方箋

 新型コロナウイルス感染症に
 対する薬事上の対応と課題

　新型コロナウイルス感染症の発生以

来、本邦でも様々な対策が取られてき

ましたが、その中でも医薬品等の実用

化は特に力を入れて対応されてきたも

のの一つです。2020年5月7日にはじ

めての治療薬であるレムデシビルが特

例承認され、ワクチンについては2021

年2月14日にコミナティ筋注が特例承

認されました。現在では、多数の治療薬、

ワクチンが承認されています。

　これらの医薬品等の承認にあたって

は「特例承認制度」を用いて迅速な承

認を図りました。特例承認制度は海外

で流通されている医薬品を対象に、緊

急に使用されることが必要である等の

場合に、特例的に迅速に承認ができる

制度です。しかし、通常の承認と同じ

レベルで有効性と安全性を確認する必

要があること等から、諸外国に比べる

と特にワクチンにおいて導入が遅いこ

とが課題とされました。これを受け、

有事により早期の実用化を可能とする

ための仕組み作りが行われました。

 緊急承認制度の創設

　制度の創設にあたっては、まず医薬

品医療機器制度部会という会議におい

て、どのような制度にすれば国民の不

利益になることなく、迅速な承認を行

えるか、専門家に意見を伺い、制度の

概要をとりまとめました。このとりま

とめを踏まえ、実際の制度の形、つま

り法律の案へと落とし込んで、国会で

改正法案の審議をしていただきました。

　このような経緯で創設された「緊急

承認制度」は、これまでの承認と大き

く異なり、安全性を「確認」した上で、

有効性が「推定」されたときに、条件

や期限を付して承認を与えることがで

きる制度となりました。有効性が推定

された段階で承認することから、その

後有効性をきちんと「確認」できるデー

タを集めて再度承認申請を行う必要が

あります。

　そして、みなさんご存じの通り、11

月22日に塩野義製薬のゾコーバ錠が

初の緊急承認品目となりました。今後、

さらに良い制度へとブラッシュアップ

するべく、ゾコーバ承認で見えた課題

に取り組んでいくところです。

　今ある制度を運用して課題に立ち向

かうこと、今ある制度では不足してい

る点を踏まえて新たな制度を作ってい

くこと、そういった「大きな」仕事が

この職場の最大の特徴とも言えると思

います。その一端を感じ取っていただ

ければ幸いです。

 DXの波に乗る医療制度改革

　現在、ありとあらゆる科学技術は目

まぐるしく発達し、様々な仕組みに影

響を与えています。中でもデジタルの

発展は目覚ましく、デジタル技術によっ

てこれまでの仕組みを変えていくこと

はDX（デジタル・トランスフォーメー

ション）と呼ばれています。医療分野

でも、医療DXとして、医療現場の効率

化や医療の質を高める改革が進められ

ています。医療DXでは情報の共有や利

活用に重きが置かれており、医療従事

者や自治体が必要な時に必要な情報を

共有できるようにするだけでなく、国

民・患者が自ら予防・健康づくりに利

活用することも期待されています。

 始まる電子処方箋

　令和4年7月から、電子処方箋の運

用開始に向けた業務を担当しています。

電子処方箋は、単に処方箋を電子化し

ただけではありません。システムを導

入した施設では、患者のマイナンバー

カードによる同意があれば、他の施設

で処方・調剤された薬をリアルタイム

で確認することができます。これによ

り、患者の記憶に頼らず、患者の過去

の治療歴を把握した上で治療に当たる

ことができるなど、医療の質向上が期

待されます。また、処方・調剤しよう

とする薬について、重複投薬や禁忌の

チェックをする仕組みも備えており、

医療安全にも繋がります。運用開始後

にも、当初は搭載できていない様々な

機能拡充を予定しています。これから

もこのような医療DXの流れは続いて

いきます。電子処方箋はその中の先駆

的な取り組みと言えます。

　電子処方箋は医療機関から薬局まで、

加え、国民・患者全てに関係するもの

であり、厚生労働省の業務の中でも最

もウイングの広い業務の一つです。具

体的な業務については、法的な整理か

ら、国民・患者用の動画作成など、多

岐にわたります。複数の部局にまたがっ

ている内容も多く、厚生労働省として

の集大成的な施策とも言えるでしょう。

そういった中で、関係者の合意形成を

しながら一つずつ進めていくのはとて

も大変ですが、同時に、とてもやりが

いのあるものです。広い視野を持ち、

様々なことへのチャレンジ精神がある

方と一緒に仕事ができることを期待し

ています。

医薬・生活衛生局
総務課　企画調整専門官

高橋  悠一  T A K A H A S H I  Y u i c h i

平成27年 入省　
平成27年 医薬食品局審査管理課医療機器・再生医療等製品担当参事官室
 （医療機器・再生医療等製品の審査制度）
平成29年 保険局調査課/医療課（医療費の分析、薬価、診療報酬）
令和元年 医薬・生活衛生局医薬品審査管理課
 （ワクチン・血液製剤の審査制度、新型コロナ対応等）
令和4年 医薬・生活衛生局総務課（電子処方箋、オンライン服薬指導等）

医薬・生活衛生局
医薬品審査管理課　主査

陣内　凱  J I N N A I  G a i

平成30年 入省
平成30年 医療機器審査管理課（医療機器・再生

医療等製品の審査制度、サイバーセ
キュリティ）

令和２年 内閣官房日本経済再生総合事務所（現
新しい資本主義実現本部事務局）（成
長戦略会議運営、成長戦略実行計画策
定、GoToキャンペーン）

令和２年 （併任）内閣官房新型コロナウイルス
等感染症対策推進室（緊急事態宣言対
応等）

令和３年 医薬品審査管理課（ワクチン・血液製
剤の審査制度、新型コロナ対応等）
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内容に関する
参考ホームページ
QRコード

内容に関する
参考ホームページ
QRコード

薬剤師・薬局の地域での更なる活躍
に向けて

　患者本位の医薬分業の実現に向けて、

平成27年に「患者のための薬局ビジョ

ン」を策定し、かかりつけ薬剤師・薬局

の取組を推進しています。令和3年８月

からは、地域連携薬局と専門医療機関連

携薬局の二つの機能別の薬局認定制度

が開始されました。高齢化やがんの外来

診療増加など、患者の療養環境が変化し

ている中で、薬剤師・薬局が地域の医療

提供施設等と情報連携しながら、患者の

薬物療法に責任をもって対応することが

求められます。

　また、薬剤師業務において情報通信技

術を活用する機会がさらに増えていくこ

とが予想されます。令和５年1月からは、

マイナンバーカードの健康保険証利用を

基盤とした電子処方箋の運用が開始さ

れ、直近の処方・調剤歴の閲覧や、重複

投薬等の迅速な確認等が可能となりまし

た。こうした情報通信技術を最大限に活

用することで、患者に寄り添った服薬指

導や他の医療提供施設等との円滑な連

携等、医療の質の向上につなげることが

期待されています。

　さらに、今後、少子高齢化のさらなる

進行や、人口減少地域の増大が予測され

る中で、人口構造の変化や地域の実情に

応じた医薬品提供体制の確保が求めら

れています。薬剤師に関しては、従事先

の業態の偏在や地域偏在があり、特に病

院薬剤師の確保は喫緊の課題です。偏在

を解消するために、偏在状況の把握や地

域の実情に応じた効果的な取組の検討

を進めています。

医薬品販売制度、
国民への普及啓発活動

　医薬品は副作用などのリスクも併せ持

つことから、患者が安全に使用できるよ

う、専門的な知識を持った者（薬剤師・

登録販売者）による販売が必要です。総

務課では、医薬品の販売制度を担当し、

医薬品が適正に販売されるよう、毎年度

販売実態調査に取り組んでいます。

　さらに、医薬品の適正使用を推進する

ため、毎年10月17日～ 23日を「薬と

健康の週間」として、薬の専門家である

薬剤師の役割や、医薬品の正しい使用・

保管方法、副作用等について普及啓発を

行っています。

患者に寄り添って、サイエンスに基づ
いて安全を確保する

　医薬品、医療機器及び再生医療等製

品（以下、医薬品等）が発売されると、

治験という制限された環境とは異なり、

幅広い年齢層、基礎疾患、併用薬等の

様々な背景をもった患者さんに使われる

ようになります。そこで、承認時には見

られていなかった副作用等が明らかとな

ることもあり、安全性情報を医療現場に、

患者さんに、迅速に伝えていく必要があ

ります。

　薬機法では、医薬品等を製造販売す

る企業、医師や薬剤師等に対して、副作

用等の情報を収集し、厚生労働省へ報告

するよう求めています。医薬安全対策課

では、PMDAと連携し、収集された情

報を科学的に評価・分析して、未知の副

作用が確認された場合には新たな注意

喚起を行う等、リスク低減のために必要

な対策を行っています。また、緊急な対

応が必要な場合には、緊急安全性情報（イ

エローレター）や安全性速報（ブルーレ

ター）の発出を企業へ指示することもあ

ります。また、例えば、新型コロナワク

チンの安全性には、国民の皆様から高い

関心が寄せられていますが、国内におけ

る安全性情報だけでなく、海外の安全性

情報も収集しながら、絶えずこうした安

全対策の取組を続け、安心して接種して

いただけるよう努めています。

近年、医療情報データベース等から創出

されるリアルワールドデータ（RWD）へ

の関心が世界的に高まっています。医薬

安全対策課では、RWD利用に関する制

度を整備し、留意事項をガイドラインに

まとめるなどして、その積極的な活用を

推進しています。

医薬品等のリスクをゼロにすることはで

きないため、安全性情報の周知も重要で

す。医療関係者に対する「医薬品・医療

機器等安全性情報」の発行や、PMDAと

協力した「PMDAメディナビ」の配信を

通じて情報提供を行っているほか、患者

さんに対して、各医薬品について平易な

言葉で解説した「患者向け医薬品ガイド」

を作成する等、医薬品等の正しい使い方

について知っていただくよう日々努めて

います。

薬剤師・薬局の将来像を示す

販売されてからも安心して
くすりを使っていただくために　

医薬安全対策課　
医薬安全対策課では、副作用等の安全性情
報を収集するとともに、添付文書の使用上
の注意の改訂を指示するなど、市販後の安
全性確保のために必要な対策を行っていま
す。また、医薬品の副作用等による健康被
害を受けた方を救済するための医薬品副作
用被害救済制度・生物由来製品感染等被害
救済制度において、制度を運営する医薬品
医療機器総合機構（PMDA）からの申出に
基づき、薬事・食品衛生審議会の意見を聴
くなどの一端を担っています。

医薬・生活衛生局総務課では、患者さんが
安全かつ有効な薬物療法を受け、国民が医
薬品を適正に使用することができるよう、
かかりつけ薬剤師・薬局の取組や薬剤師業
務における ICT の利活用など、薬剤師の職
能発揮のための取組を推進しています。ま
た、適切に医薬品の販売が行われるための
制度作りや、医薬品適正使用の普及啓発な
どを担当しています。

医薬・生活衛生局
総務課

医薬・生活衛生局
医薬安全対策課　判定調査官

北尾  聡一朗　　
KITAO  S o u i c h i r o

医薬・生活衛生局
総務課　国際医薬審査情報分析官

磯﨑  正季子
ISOZAK I　Ma k i k o

医薬・生活衛生局
総務課　係員

小林  彩乃　
KOBAYASH I　A y a n o
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薬事承認制度の最適化に向けて

　医薬品審査管理課は、今なお世界で

猛威を振るう新型コロナウイルス感染

症に対するワクチンや治療薬の承認も

行っています。緊急時には、これらの

ワクチンや治療薬は限られたデータの

中で、かつ前例のないほど短期間で品

質、有効性及び安全性を審査しなけ

ればなりません。私たちは、製薬企業や

PMDA、他部署と調整を重ね、これらの

ワクチンや医薬品を迅速に承認できるよ

う努めてきました。

　これまで、新型コロナウイルス感染症

に対するワクチンや治療薬の承認は特例

承認制度を活用してきました。しかし、

有効性の確認が必要なことから、欧米と

比較して承認が遅れてしまい、緊急時に

対応し切れていない点が課題として明ら

かになりました。こうした点を踏まえ、

令和４年の薬機法の改正では緊急承認

制度を創設し、同年秋には初の緊急承認

制度を活用した新型コロナウイルス治療

薬の承認を行いました。このように薬事

承認制度の課題が明らかとなれば、医薬

品審査管理課において制度の見直しを

検討し、様々な状況に対応すべく、より

よい承認制度を目指しています。

医薬品の迅速かつ安全な提供のために

　欧米では承認されているものの、日本

では未承認の医薬品等について、「医療

上の必要性の高い未承認薬・適応外薬

検討会議」を通して、学会や患者団体等

からの開発要望を受け、医療上の必要性

等を評価した上で、企業に開発を要請し、

医療現場で早期に使用できるよう取り組

んでいます。また、セルフメディケーショ

ンの推進という観点からは、スイッチ

OTC 化が要望された成分について、「医

療用から要指導・一般用への転用に関す

る評価検討会議」において、スイッチ

OTC 化を行う上での課題点とその解決

策をとりまとめ、スイッチ OTC 医薬品

を早期に上市出来るような仕組みも整え

ています。さらに、日本薬局方をはじめ

とする医薬品等の規格基準の整備を通じ

て、品質を確保した医薬品を提供できる

よう取り組んでいます。

　このように医薬品の早期実用化を目指

す取り組みをさらに進め、医薬品をより

安全かつ迅速に提供できるよう、日々の

業務に邁進しています。

先進的な医療機器の早期実用化に向けて

　医療機器は、絆創膏のような家庭用の

機器から、MRI等の診断用機器やカテー

テルや補助人工心臓等の治療系機器まで

多種多様であり、さらに、アプリなどの

ソフトウェアでも医療機器として扱われ

るものがあります（医療機器プログラ

ム）。医療機器プログラムには、人工知

能技術を利用した画像診断支援プログラ

ムや認知行動療法に基づく治療を提供す

るアプリ等があり、新たな診断・治療の

手段として期待される一方で、継続的な

性能・機能のアップデートがなされる等

の従来の医療機器と異なる特性を有して

います。そこで、令和２年11月に「医療

機器プログラム実用化促進パッケージ戦

略（DASH for SaMD）」を公表し、令

和４年９月からはプログラム医療機器に

係る優先的な審査や相談を試行的に行う

等、その特性を踏まえた審査・相談制度

や体制の整備に取り組んでいます。

再生医療等製品や体外診断用医薬品
の審査・承認

　再生医療等製品には、細胞を加工した

製品や遺伝子治療用製品が含まれ、令

和４年11月末現在で17品目が承認され

ています。

　再生医療等製品はヒトの細胞等を用い

ることから品質が不均一になるという特

性をもつことを勘案し、有効性が推定さ

れ安全性が確認されれば、決められた期

限内に有効性を示すデータによる再度の

申請を求めることで早期に承認を与える

制度（条件及び期限付承認制度）を設け

ています。

　体外診断用医薬品は、医薬品に分類さ

れますが、承認審査や品質管理など医療

機器と似た規制体系になっています。新

型コロナウイルス感染症の流行により広

く知られるようになったPCR検査や抗原

検査に用いるキットは体外診断用医薬品

に該当しています。新型コロナ感染症対

策として、多くの検査キットを迅速に承

認し、抗原簡易検査キットを薬局やイン

ターネットで販売可能とするOTC化を

行いました。

　新しい技術や社会的需要の変化に伴

い、制度は常に見直しを求められます。

国の方針を決定するなど事案が大きくな

るほど関係者が多く困難も生じますが、

その先によりよい医療の実現があること

を願い日々励んでいます。

必要とされる医薬品を
患者さんのもとへ届けるために

新たな治療手段を円滑かつ早期に
医療現場に届けるために

医療機器審査管理課
医療機器審査管理課では、医療機器・体外診断用医
薬品・再生医療等製品の有効性や安全性を確保する
ための審査・承認制度、製造・販売するために必要
な業許可制度に関する業務を主に行っています。医
療機器等の特性に応じた審査制度の改善、審査に必
要な基準の作成、規制の国際調和等を通じ安全かつ
有効な医療機器等を医療現場にいち早く提供するこ
とを目指しています。

医薬品審査管理課
医療用医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品、医薬
部外品、化粧品の承認審査に関する事項を所管して
います。様々な審査制度に加え、医薬品の製造のた
めに必要な業許可制度や治験の実施に関する制度な
ど幅広い業務を行っています。医療上必要な医薬品
を迅速かつ安全に患者さんに提供するために、厚生
労働省内の他部署やＰＭＤＡとも緊密に連携し、製
薬企業等との調整を重ね、既存制度の活用や改正、
新制度の設立等を行っています。

医薬・生活衛生局
医薬品審査管理課　審査調整官

荒川  裕司　　
ARAKAWA  Y u j i

医薬・生活衛生局
医薬品審査管理課　係員

山本 晶之
YAMAMOTO  A k i y u k i

医薬・生活衛生局
医療機器審査管理課　再生医療等製品審査管理室長

高畑  正浩　　
TAKAHATA  M a s a h i r o

医薬・生活衛生局
医療機器審査管理課　係員

坂部  彩
SAKABE  A y a
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医薬品等の適切な流通に向けた監視
指導業務

　疾病の診断、治療又は予防に用いられ

ることを目的とするものは、医薬品医療

機器等法に基づき、医薬品、医療機器等

として扱われ、その製造、販売、品質、

表示、広告等について必要な規制（ルー

ル）が設けられています。当課では、医

薬品医療機器等法に基づき、品質・有効

性・安全性が担保されていない製品が流

通しないよう、自治体や PMDA と連携

して、製品や事業者に対する監視指導を

行っています。例えば、不正に医薬品成

分を含有させた食品や医薬品医療機器等

法に基づく承認を受けていない治療用の

器具を流通させた事業者に対しては、こ

れら製品の販売中止、回収等を指導する

ほか、注意喚起のため、国民に対して事

例の周知を行っています。加えて、偽造

医薬品の流通を防ぐため、偽造医薬品に

関する情報を収集・整理し、国民に対す

る発信にも努めています。

　また、通常、事業者の指導は自治体が

行っていますが、自治体ごとに監視指導

の対象とするかの判断がばらつかないよ

う、当課では、医薬品、医療機器等の判

断基準に関する基本的な考え方を策定

し、自治体に周知するなどの対応を行っ

ています。例えば、飲食物やその成分に

ついて、医薬品に該当するかの判断基準

を策定し周知するとともに、個別の成分

本質（原材料）が専ら医薬品として使用

される成分本質であるかを判断し、判断

結果を公表しています。また、医療機器

については、近年新たな製品群として、

プログラム医療機器（SaMD）が注目さ

れていますが、これらの製品は、従来の

医療機器とは異なる特性があり、該当性

判断も異なる点があるため、令和２年

11 月に策定された「医療機器プログラ

ム実用化促進パッケージ戦略（DASH 

for SaMD）」の一環として、該当性判断

のガイドラインを発出するとともに、当

課に相談窓口を設置し、対応しています。

　残念ながら、偽造医薬品・不良医薬品

を含め、不適切な製品はいたちごっこの

ように新たなものが登場し、その指導取

締には終わりが見えませんが、保健衛生

上の危害の発生、拡大の防止のため、日々

業務に取り組んでいます。

医薬品、麻薬等の危害を防止し、
国民の健康を守る

監視指導・麻薬対策課
監視指導・麻薬対策課では、都道府県等自治体や PMDA
と連携し、不良医薬品、医療機器等の取締りや製造販売業
者等への指導を通じて医薬品、医療機器等の品質確保を図
るとともに、麻薬等薬物の乱用対策として、地方厚生局麻
薬取締部や都道府県と連携して、指導監視・捜査、青少年
等への予防啓発等を実施しています。
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科学の知識を化学物質の安全対策に

薬事規制調和を通じて、
先進国・途上国との協働を目指す

医薬品やワクチンは世界中で使われており、その審査や安全対策
において国際連携は欠かせません。国際薬事規制室では、関係省
庁・厚生労働省の関係各課や PMDA と連携しながら、薬事規制
に関する国際業務の総合調整を行っています。先進国・途上国と
の国際的な規制調和を日本がリードし、アジアをはじめ、世界に
日本の知見を発信することを通じて、世界中の患者さんが優れた
医薬品等に迅速にアクセスできる環境つくりをしています。

国際薬事規制室

私たちの身の回りには様々な化学物質があふれ、生活を豊かに
してくれています。しかしながら、時として害をもたらしてしま
う、それもまた化学物質です。そんな化学物質の危険から国民を
守るため、①新規化学物質の審査、②毒物・劇物の対策、③家庭用
品中の化学物質による健康被害のモニタリングなどを行うことを
通し、適切に管理していくための施策を講ずることが化学物質安
全対策室のメインミッションになります。

化学物質安全対策室

　近年、新型コロナウイルス、サル痘の

ような新たな感染症が世界的な広がりを

見せ、各国の連携がますます重要となっ

ています。こうした未知の公衆衛生上の

脅威に対する治療薬やワクチンを速やか

に実用化できるよう、各国の薬事規制当

局間でワクチンの有効性の評価方法や安

全対策に関する情報交換、共通認識づく

りなど、様々な協力を行っています。また、

新しいモダリティの製品や製造技術・分

析技術の発展に対応し、評価方法に関す

る新たな世界共通ガイドラインの作成も

進めています。国際会議では、日本は欧

米とともに創薬国として議論をリードす

ることが期待され、役割の大きさを実感

しています。日々更新される世界の動き

についていけるよう、知識のアップデー

トを意識して業務に取り組んでいます。

　私の主な担当は、日本において新たに

製造又は輸入される化学物質の審査であ

り、少し大袈裟に表現すれば、日本の「化

学物質管理の門番」のような役割とも言

えるかもしれません。具体的には、その

物質が国内で使用可能か試験成績を審

査し、必要に応じて当該物質の使用制限

に関する法令の整備をするといった業務

を行っております。それに限らず、審査

の際に提出される試験成績の信頼性を

確保するための基準の運用や新たな試

験方法の開発支援なども行っており、関

連する業務は多岐にわたります。

　医薬品のイメージの強い薬系技官で

すが、医薬品からは一歩離れ、数多存在

する化学物質とより良い関係性で付き

合っていける社会を目指して日々の業務

に取り組んでいます。

医薬・生活衛生局
監視指導・麻薬対策課　専門官

三宅  晴子
MIYAKE　Ha r u k o

医薬・生活衛生局
総務課国際薬事規制室　国際化専門官

柳澤  真央　
YANAG I SAWA  M a o

医薬・生活衛生局
医薬品審査管理課
化学物質安全対策室　係員

影山  大夢
KAGEYAMA  H i r omu

内容に関する
参考ホームページ
QRコード
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内容に関する
参考ホームページ
QRコード

「ヒト」と「人」との両アプローチで、
食の安全に関する制度をつくる

　私たちが毎日、口にする食品。その安

全性を確保するための制度においても、

薬系技官が活躍しています。例えば、私

が所属する食品基準審査課では食品そ

のものや食品に使われる添加物、残留農

薬、汚染物質 etc･･･に関して、日本国内

で販売する際、必ず守らなければならな

い規格基準などの制度を策定する業務

を担っています。

　その中でも私が主に担当しているの

は、食品用の器具・容器包装の制度です。

器具・容器包装にはプラスチックや紙、

金属、ゴムなど、様々な材質が使われて

おり、また材質への機能付与などの目的

で使われる添加剤にも様々なものがあり

ます。器具・容器包装を構成する物質が

食品に付着したり溶出してくる場合、ヒ

トの健康に及ぼすリスクがどの程度と見

積もられるのかを科学的知見から検討し

て、リスクを管理するために必要な制度

を考えていきます。私は薬学部の出身で

あり、器具・容器包装に係る全ての分野

の勉強を学生時代にやってきたわけでは

ないですが、そこは日々勉強で、これま

でに培ってきた科学的な思考力を以て、

専門家の先生と議論しながら取り組んで

います。

　また、そうやって作った制度は、きち

んと運用ができなければなりません。安

全のための制度とはいえ、科学的妥当性

がないままに過剰になれば食の流通に

影響が生じますし、ポイントがずれたも

のではリスクを適切に管理できないの

で、専門家や容器包装における製造メー

カーや原材料メーカーなどの業界団体、

消費者団体をはじめ、いろんな方の意見

を聞き、それぞれの立場を尊重しつつ、

制度がよりよく回っていくためにどのよ

うな施策が必要か、決めていくことにな

ります。

　あくまで私の担当分野を一例としまし

たが、このように科学的な思考力に基づ

く「ヒト」に対するアプローチ、そして

様々な分野・立場の人達を尊重して社会

の仕組みのありようを考えていく「人」

に対するアプローチ、その両輪で食の安

全のための制度が作られています。これ

を読んでいる皆様と、食の安全を守るた

めのお仕事が是非一緒にできると嬉しく

思います。

全ての国民の生活に欠かせない
食の安全を守る

食品基準審査課
食の安全の確保は、国民の健康を守るために極
めて重要です。厚生労働省は食品に関するリス
ク管理を行う政府機関であり、食品基準審査課
では、食品、添加物、残留農薬、器具・容器包装
のリスクを管理する規格基準の策定等を担当し
ています。また、食品製造現場の監視等に携わ
る食品監視安全課や、食品規格に関する国際交
渉等に携わる国際食品室などの部署でも薬系技
官が活躍しています。

革新的な医薬品等の研究開発を推進し、
質の高い医療を実現する

第三者的視点から社会の期待に応える
医薬品行政のあり方を考える

大臣官房厚生科学課では、革新的な医薬品・医療機器の創出、
再生医療やゲノム医療などの保健医療関係をはじめ、厚生労
働分野で世界に先駆けた科学技術を確立していくために、研
究の推進に関する施策や戦略の策定を総括しています。さら
に、自然災害や重篤な感染症、食中毒の発生などに備えた危
機管理や、発生時の初動対応の調整、医薬品等行政評価・監
視委員会の事務局機能を担っています。

厚生科学課

質の高い医療の実現には、医療現場の体制整備だけでなく、有
効性・安全性に優れた医薬品や医療機器等の実用化が必要不可
欠です。こうした医薬品等の研究開発を促進することも厚生労
働省の役割の一つです。研究開発政策課では、医薬品等の開発
支援や研究開発環境の基盤整備、臨床研究の信頼性確保、再生
医療・ゲノム医療等の推進に関する取組を実施することで、研究
開発の成果を迅速に医療の現場に届けることに貢献しています。

研究開発政策課

内容に関する
参考ホームページ
QRコード

内容に関する
参考ホームページ
QRコード

　医薬品行政評価・監視委員会は、過去の

医薬品による健康被害を繰り返すことのな

いよう、第三者の視点から医薬品行政のあ

り方を考えていくため、2020年に設置さ

れた新しい組織です。その会議を担当する

事務局として、医薬品による健康被害に遭

われた方、医療関係者、法律家など様々な

方々の意見を伺い、会議で取り扱う内容の

整理や、厚生労働省内の関係部署に繋げ

る役割を担っています。

　現在の業務を通して特に、薬系技官は、

科学的な観点に加え、社会と密接に関わり

ながら、広い視野で医薬品の品質、有効性、

安全性に向き合うことが求められていると

感じます。社会の期待に沿う難しさに直面

することも少なくありません。ただ、どの

仕事にも共通すると思いますが、丁寧に、

真摯に取り組むことで、今より一歩前に進

んでいく、その積み重ねが将来に繋がると

信じています。

　医薬品等の実用化に向け、日本医療研

究開発機構（AMED）を通じて革新的な

医薬品等の研究開発を支援しています。

特に、産学官共同創薬プロジェクト

（GAPFREE）としてアカデミアのシーズと

企業の開発能力等、産学それぞれの強み

を生かした共同研究を推進するとともに、

AIを活用した創薬プラットフォームの構

築等、医薬品の開発プロセスの迅速化・

効率化を促進する取組を進めています。

また、医薬品シーズを迅速に臨床開発へ

つなげるための取組として、疾患登録シ

ステム（患者レジストリ）の利活用を推

進し、研究機関や学会、業界に対して働

きかけ、利用に向けたマッチングやネット

ワーク構築を行っています。これらの取組

を通じて、ブレイクスルーを起こし、質の

高い医療の実現を目指しています。

医薬・生活衛生局
食品基準審査課　基準策定専門官　

蓮見  由佳　
HASUM I　Yu k a 大臣官房厚生科学課

医薬品等行政評価・監視委員会室
室長補佐

藤井  哲朗
FUJ I I  T e t s u r o

医政局
研究開発政策課 技術係員

田村  文弥
TAMURA  F um i y a　　　　　　　

（写真中央）
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住民のために、
いかに行動変容につなげるか

基礎研究から実用化までを幅広く支援

ライフサイエンスは生物が営む生命現象の複雑かつ精緻なメ
カニズムを解明することで、 その成果を医療・創薬の飛躍的
な発展や、食料・環境問題の解決など、 国民生活の向上及び
国民経済の発展に大きく寄与する分野です。 文部科学省研究
振興局ライフサイエンス課では、大学等の機関における基礎
的・先導的な研究の推進や研究支援業務などを実施し、ライ
フサイエンスの総合的な推進に努めています。

文部科学省

がん研究の最前線で
研究者に囲まれて働くということ　

ワクチン開発へのファンディング

「健康づくり推進課」という名の通り、健康増進、介護予防、
健康経営、食育、循環器病対策、糖尿病対策、歯科保健、がん
検診・特定健診など、健康づくりに関する幅広い業務を所管し
ています。
病気にならないことに向けた取組はもちろんですが、予防だけ
でなく、例えば循環器病対策では、医療提供体制、仕事との両
立支援など、保健・医療・福祉のすべての分野に携わり、県民
の健康寿命の延伸に取り組んでいます。

広島県

AMED は、「成果を一刻も早く実用化し、患者さんやご家族の元
にお届けすること」を目指し、医療分野における基礎から実用化
までの一貫した研究開発の推進と成果の実用化に向けた取組を
行っています。また、私が所属する先進的研究開発戦略センター
（SCARDA）は、令和４年３月に新設されました。ワクチン開発
に関する広範な情報収集・分析を実施し、戦略性を持った研究
費のファンディングへと繋げる取組を実施しています。

AMED

厚労省・文科省・AMED などから配分される競争的研究費や厚
労省から交付される運営費交付金を原資とした、国立がん研究セ
ンター（NCC）内で実施される全ての研究の支援を行っています。
研究費にかかる各種申請・契約・報告等の事務に加え、研究費不
正や研究不正が起きないよう、NCC 内のガバナンス体制を維持
するとともに、研究者へのコンプライアンス教育を実施すること
で、円滑な研究活動を支えることが研究管理課の役目です。

国立がん研究センター

内容に関する
参考ホームページ
QRコード

内容に関する
参考ホームページ
QRコード

内容に関する
参考ホームページ
QRコード

内容に関する
参考ホームページ
QRコード

　ライフサイエンス課では、所管法令が

ないため、事業を実施するための予算獲

得によって研究振興をすることが大切な

業務であり、厚労省とは異なった性格の

仕事を経験することができます。主に、

大学等における優れた基礎研究の成果

を医薬品や医療機器等として実用化する

いわゆる「橋渡し研究」を支援する事業

に携わっています。医薬品や医療機器等

として実用化するためには、知財戦略や

企業との連携など、基礎研究だけで難し

い検討も必要となるため、その点を支援

するための機関を認定し、機関を通じた

研究費支援を行っています。また、現在、

学生時代に研究で使っていたような分析

機器等を研究機関に整備する事業にも関

わっており、理系の知識や経験を生かす

ことができます。

　AMED と SCARDA という組織を皆さ

んはご存じでしょうか。SCARDA は

AMED の組織の一つで、新型コロナウイ

ルスに対する日本でのワクチン実用化が

遅れたことの教訓から設置された新組織

です。

　私が担当している業務は、製薬企業や

アカデミアに対するワクチン開発の資金

的な支援です。具体的には、パンデミッ

クを引き起こす可能性のあるウイルスに

対するワクチン研究開発の提案について

国内から公募し、優れた提案に対してファ

ンディングを行っています。

　私がこれまでに経験してきた厚労省で

の業務とは視点や考え方が違うので、異

動した当初はなかなか大変でしたが、最近

では徐々に慣れ、やりがいと面白さを感じ

ています。興味があれば、是非 SCARDA

のホームページをご覧ください。

　NC（国立高度専門医療センター）の

一つとして、我が国におけるがん医療・

がん研究の中核を担う使命を持ちつつ

も、優秀な研究者が互いにライバル意識

を持ちながら切磋琢磨している NCC に

おいて、組織として求められる成果と研

究者個人が求めている業績のバランスに

配慮しながら、中立的な立場で研究支援

を行うこと。これが厚労省から出向して

いる薬系職員に与えられたミッションで

はないかと感じています。研究者からの

様々な相談・要望に真摯に向き合うため

には、自身が厚労省で経験してきた業務

だけでは到底カバーしきれないため、こ

れまでに培ってきた人脈を駆使して業務

を行っています。皆さんも、厚労省の看

板を背負って出向する醍醐味をぜひ味

わってみてください！

　配属後、厚生労働省より現場に近いこ

とや、「広島県職員の行動理念」の理解に

より、住民のためということをより意識

するようになりました。では住民の健康

づくりを推進するには、どういった取組

が考えられるでしょうか。

　運動を例にとると、運動は体に良いと

知っているだけでは効果はなく、実際に

運動しないと効果がありませんので、行

政の取組としては、いかに意識変容、さら

に行動変容、習慣化につなげるか、が肝

心で、かつ難しいところですが、悩みがい・

やりがいがあるところでもあります。

　都道府県庁で、厚労省関連業務の分野

を越えたつながりの大切さを意識しなが

ら、行政の醍醐味を感じつつ、住民のた

めに仕事をする、入省後、そんな機会も

あるかもしれません。

文部科学省研究振興局
ライフサイエンス課
幹細胞・再生医学研究企画係長

小川  はるか　　
OGAWA  H a r u k a　

広島県庁
健康福祉局健康づくり推進課長

南　亮介
MINAM I  R y o s u k e

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
先進的研究開発センター　研究総括役　

田中  大平
TANAKA  T a i h e i

国立がん研究センター研究支援センター
研究管理部研究管理課　課長

武内　聡　
TAKEUCH I  S a t o s h i　

活躍するフィールド
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薬系技官は、厚生労働省にとどまらず、他省庁や国際機
関などへ出向し、幅広い場面で活躍して、経験を積む機
会に恵まれています。
これらの業務は、厚生労働省の業務と相互に関係し合っ
ていることが多いですが、厚生労働省の業務とは直接的
には関係しない場合であっても、行政の仕事をしていく
上での新たな気づきを得ることができます。

いずれの業務でも、薬系技官ならではの幅広い知識と経
験、総合力が必要なものばかりです。　
また、他の組織の職員の仕事の方法を学べること、他の
組織から厚生労働省という組織を客観的に見る機会が与
えられていることにより、今後の厚生労働行政のコンサ
ルテーション能力を養うことにもなります。 

国立医薬品食品衛生研究所
国立研究開発法人　国立がん研究センター
国立感染症研究所
国立循環器病研究センター
国立研究開発法人　医薬基盤・健康・栄養研究所
国立研究開発法人　日本医療研究開発機構
公益財団法人神戸医療産業都市推進機構
社会保険診療報酬支払基金

北海道庁
富山県庁
福岡県庁
広島県庁

関東信越厚生局
近畿厚生局

在ウィーン国際機関日本政府代表部
在インド日本国大使館
在インドネシア日本国大使館
WHO本部事務局

株式会社産業革新投資機構
京都大学　iPS細胞研究所

内閣官房
健康・医療戦略室(内閣府健康・医療戦略推進事務局）
副長官補（事態対処・危機管理担当）付
新型コロナウイルス等感染症対策推進室
新しい資本主義実現本部事務局
国家安全保障局

　厚生局

　地方自治体

　内閣府
　食品安全委員会事務局
　政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付

　消費者庁
　食品表示企画課

総務省
情報公開・個人情報保護審査会事務局
復興庁

環境省
大臣官房環境保健部
水・大気環境局

　文部科学省
　高等教育局　医学教育課
　研究振興局　ライフサイエンス課

防衛省
人事教育局　衛生官付

経済産業省
商務・サービスグループ
ヘルスケア産業課

他府省庁 地方厚生局・地方自治体等

関係機関

国際関係機関

民間企業・大学等人事院
人材局　試験専門官室

主な出向先
令和5年1月現在

幅広い場面で活躍する 薬系技官

医系技官からみた薬系技官について

協働する仲間たち

医系技官

渡辺  顕一郎
WATANABE kenichiro

医薬・生活衛生局
血液対策課　課長

写真右
血液対策課係長

太田　一実（薬系技官）

薬系技官は、様々な職種・バックグラウンドの職員と日々一緒に働いています。

人事交流制度を利用している職員と、他職種の職員に、

厚生労働省や薬系技官の印象を聞きました。

行政も医療現場も大切なのは
多職種連携

　出向前に私がイメージしていた厚生労
働省職員は、ちょっと怖いイメージでした
（笑）。なぜなら、医療現場で関わる行政官
と言えば、医療法上の立入検査や保険診療
の適時調査・共同指導など法令遵守状況を
確認・指導する方々だからです。しかし、実
際に一緒に仕事をしてみると、問題解決能
力とコミュニケーション能力を兼ね備え
たスーパーマン集団という認識に変化し
ました。また、仕事内容についても、デスク
ワーク中心というイメージでしたが、医政
局は医系技官など技術系技官が多く配属
されており、薬剤師として出向前と同様に
多職種で連携して課題解決に取組んでお
り、医療現場で培ったスキルと似ていて良
い意味で驚いています。

カウンターパートから
異動してきて分かったこと

　厚労省で薬事制度の設計、医薬品の承
認等の行政措置を行うために、その根拠
となる科学的な評価を行う組織がPMDA
で、私は、前職ではPMDAで新医薬品の承
認審査等に携わっていました。当時、カウ
ンターパートである審査管理課は、所謂
“お役所仕事”が多いのだろうと勝手にイ
メージしていましたが、こちらに異動し
てくると、科学的な観点以外にも様々な
観点を、例えば社会的な視点も含めて考
えることが重要で、様々な方々の意見を
聴きながら方針を検討しており、全く“お
役所仕事”ではないと実感しました。薬系
技官の仕事は、様々な立場の方と関わって
仕事できることが魅力の一つと思います。

新人として薬系技官と
一緒に働いて

現在、医薬・生活衛生局総務課で企画法
令係として働いています。主な仕事は局
内の調整、法令の作成です。最初は薬系
技官の方々が多い部署での配属で不安
でしたが、日々楽しく働いています。私
の仕事では専門性の高い薬機法等を扱
うので薬系技官の方の知識をよくお借
りするのですが、その際に感じるのは人
当たりがよく真面目な方が多いという
ことです。様々なポストがあるので学生
時代の専門とは別の分野に配属される
かもしれませんが、どこであっても法学
部や経済学部の出身者とは別の薬系の
専門性が必要とされるのは変わりませ
んので、興味のある方は是非一緒に働い
ていただけると嬉しいです。

　さまざまな背景や専門性をもつ職員が連
携しながら働いている厚生労働省のなかで
も、薬系技官の方々は、特に真面目で、上品
で、無茶をしないという印象が強い。ガツガ
ツしておらずスマートという表現が伝わり
やすいだろうか。
　安全性の根幹に関係することが多いとい
う薬系技官の性質上、専門的見地から譲れな
い一線は守り抜かなければならない。他方、
柔軟な発想が必要なのに提案する選択が手
堅すぎると周囲に思われがちな点は医系技
官と似ているように思う。お堅いイメージが
つきまとうものの、懐に飛び込んでみたら、
実はとても熱い気持ちをもっていて、一緒に

なって粘り強く解決の糸口を探してくれた
ということを何度も経験したものである。
　こうして考えると、薬系技官であろうと
別の人事グループであろうと、結局はヒト
とヒトとの相性や信頼関係が大事であるよ
うに思えてならない。ハードな仕事でも仲
間に恵まれると楽しめるものだし、良い時
期や辛い時期を繰り返しながら、自分自身
が成長でき、対応力も自然と身につくので
はないだろうか。このパンフレットを手に
された皆さんも、ひょっとしたら控えめで
大人しめの性格なのかもしれない。まずは
一歩踏み出し、自分の目や耳で薬系技官の
実像に迫っていただきたい。最後に、薬系技

官に少しでも興味を持っているならば、そ
のまま進んでみることをオススメする。専
門性だけでなく幅広い知識や経験を身につ
けることができるし、人脈が広がることも
間違いない。薬系技官を経験した上で、その
先の人生設計を考えるのもアリだと思う。

出向元
独立行政法人
医薬品医療機器総合機構

間瀬  明子
M A S E  A k i k o  

医薬・生活衛生局
医薬品審査管理課　審査調整官

総合職事務系

増田  美咲
M A S U D A  M i s a k i　

医薬・生活衛生局
総務課企画法令係　係員

出向元
国立病院機構埼玉病院

眞中  章弘
M A N A K A  A k i h i r o  

医政局総務課
課長補佐
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世界で活躍する
薬系技官

　皆さんは「VSOP」をご存じですか？ブランデーのグレード
で、Very Superior Old Paleの略語だそうです。お酒好きの方
なら知っていたかもしれませんね。では、「人生のVSOP」はどう
ですか？20代のVi ta l i t y、30代のSpec ia l i t y、40代の
Originality、50代のPersonality。各年代で大切にするべきもの
の例えだそうです。
　私はコロナ禍を厚労省の予防接種室で過ごし、前代未聞の国
家的なワクチン接種のプロジェクトに関わりました。多くの批

判やお叱りを受けましたが、特に厳しかったのが、諸外国に比べ
て日本の接種が遅いという批判でした。ただ、怒られているだけ
では何も変わりません。今、私は、英国の感染症対策の行政機関
（UK Health Security Agency）にいます。英国がなぜ世界最速
で大規模な接種を実現できたのか、日本との違いや理由を探っ
ています。
　30代半ばになりましたが、SpecialityやOriginalityを育みな
がら行政官としての成長を楽しんでいます。

　ウィーンはニューヨーク、ジュネーブに次ぐ第３の国連都市
です。私はUNODC（国連薬物犯罪事務所）が行う違法薬物対策
について、日本代表として、各種会議への出席、日本の拠出金に
基づくプロジェクトの調整等を行っています。
　違法薬物は健康被害だけでなく、犯罪組織の資金源ともなり、
社会の不安定化に繋がり得る重要な課題です。近年は違法薬物
の生産地であるアフガニスタン・ミャンマーの政権崩壊、オンラ
イン取引の増加等による違法薬物の蔓延が懸念されており、情

報共有や各国の連携が重要です。その一方で、取締に重点を置く
国と、取締よりも薬物中毒患者の治療や人権確保に重点を置く
国との間で、意見が対立する場面もあります。
　薬物対策が比較的成功している、国連への拠出金が多い、欧
米、アジアのいずれとも関係性が深い、といった日本の強みが活
かせるよう、ウィーンの地で日々頑張っています。

能力を活かし、薬系技官として海外で活躍するステージもあります。
日本を飛び出して、グローバルな視点から日本を見つめなおす、
世界の未来を考えるなど他ではできない仕事も多くあります。

UK Health Security Agency
Japanese visiting Director ‒ Vaccination

賀登  浩章  KATO Hiroaki

在ウィーン国際機関日本政府代表部
一等書記官

大井  恒宏  OI TSUNEHIRO　

英国で育む
SpecialityとOriginality

国連での国際的な違法薬物対策
～日本の強みを活かせるように～

　劇的に変わりゆく世界や医療業界の流れに対応できるよ
う、最新の見識を身に着けるため、海外の大学院等（修士課程
又は博士課程）に長期（２年間）・短期（半年～１年間）留学で
きる制度があります。何をどう学ぶのか、留学先は自ら選ぶ
ことができます。薬系技官の場合、直近では、公衆衛生学修士
（MPH）※１や経営管理学修士（MBA）※２を取得するべく、
米国やスウェーデン等へ留学しています。

　高額医療への給付と支援のバランスや巨大オンラインプ
ラットフォーマーの医療業界参入、金融メカニズムを通した
公共政策の推進や医療エコシステムの推進、AIやブロック
チェーン等のハイテク技術の医療応用化。留学中、このよう
なこれまで経験のないトピック・課題に対し、世界各国の
様々なバックグラウンドの仲間や専門家と日々議論して、日
本のあるべき方向性について腰を据えて見つめなおす機会
が得られるのも国家公務員の魅力です。

留学制度

※１　公衆衛生学では、例えば、ソーシャルエコロジカルモデルや
行動変容モデルなど、複雑化する公衆衛生上の問題に対する理論的
なアプローチ方法などを学んでいます。

※２　経営管理学では、例えば、マーケティングやファイナンス、会
計等を通して医療業界における企業の意思決定やヘルス業界にお
ける諸課題の解決法を学んでいます。

留学で、グローバルな視点を養う



薬系技官のL i f e  S t y l e 薬系技官の１日やライフスタイルを追ってみました

医政局
地域医療計画課 外来･在宅医療対策室
在宅医薬連携専門官

すべての国民が、住み慣れた地域で必要な医
療を享受するため、医療提供体制を計画的に
整備する必要があります。私は、今後も需要が
増加する在宅医療の提供体制確保などを担当
しています。

松下  俊介  M A T S U S H I T A  S h u n s u k e

医薬・生活衛生局
総務課　係員

薬学教育や薬剤師国家試験など、主に薬剤師制度に関わる業務を担当し
ています。また、企画法令係や電子処方箋チームなど総務課内の別の係
のお手伝いもしており、頭を切り換えながら業務を行っています。

永井  智美  N A G A I  S a t o m i

自宅から30分程度かけて通勤しており、出勤後はまず、前日夜に
きていたメールのチェックとその日の予定の確認をします。担当業
務の動きを把握し、本日やるべきことをリストアップしてから取りか
かります。PCモニターに紙の付箋を貼って管理するのが見やすく
お気に入りです。

慌ただしい午前中の業務が一段落したら、気分転換のお昼休みで
す。私は近くの飲食店に食べに行くことが多いです。霞ヶ関周辺は
お店がたくさんあるのが魅力ですね。同期などと複数人で行くもよ
し、一人でふらっと行くもよし、しっかり栄養と休憩をとって午後の
仕事に備えます。

午後は企画法令係として、省内の様々な部局からくる依頼を局内
の担当課室に分かりやすく説明し、作業を依頼します。企画法令係
の中では一番の新人なので、周りの職員の方々に積極的に話しか
け、局内の交通整理や進捗管理の方法を教えてもらいつつ進めて
いきます。

この日は薬学教育関係で文科省と打合せがあり、オンライン会議
を行いました。大学での勉強や病院・薬局実務実習の経験をもとに
思考し、それを活かせる場面があると、非常にやりがいを感じます。

早めに帰れるときは、帰宅途中でカフェに寄ったり、ウィンドウ
ショッピングをしたりと、仕事終わりの時間を楽しみます。若手で予
定を合わせて飲みに行くことも。オフを充実させよう！と思うとオン
も頑張れますね。

医薬・生活衛生局
医薬安全対策課　室長

安全対策業務では、情報へのキャッチアップ・迅速な対応とともに、内外
関係者との円滑なコミュニケーションが重要です。職場内では、モチベー
ションを高めつつ効率的に働けるような環境づくりに努めています。

髙橋  暁子 T A K A H A S H I  A k i k o

朝は、子供の弁当と夕食作りを済ませてから出勤します。時差出勤
で10:00登庁、午前はテレワーク、など臨機応変な対応もできま
す。通勤時間には、オンラインニュースや、急ぎのメールが来ていな
いかを確認します。

国会質疑での答弁者をサポートするため、国会に同行しました。現
場で素早く対応するため、事前に複数の資料を準備します。国会で
質問されるのは国民の関心が高いからだと考え、その後の政策に
生かせるよう心がけています。

従来の安全対策は、報告を受けた副作用情報をベースに検討して
いたのですが、現在は、電子カルテ・レセプトデータ等の医療情報
を能動的に収集し解析する、といった安全対策の高度化が期待さ
れています。この日は、医療情報データベースの利活用を推進する
ための課題と対応策について関係者と打合せを行いました。

医療機器の不具合発生時の対応を検討するため、産官学で構成さ
れるメンバーで議論しています。この日はオンライン会議に参加し、
各メンバーの役割分担や今後の進め方について意見交換しました。

急な案件や国会業務で遅くなることもありますが、できるだけ早く
帰宅して、子供たちの学校の話を聞いたり一緒に勉強したりしてい
ます。子供たちの予定がバラバラなのでスケジュール管理アプリが
頼りです。

学会などでの講演の機会は多く、厚生労働省から積
極的に情報発信することは極めて重要です。国とし
て“どのような問題意識のもと政策を企画・立案して
いるのか”さらに、“中長期的にどのような展望を有
しているのか”を書類だけでなく生の声でお伝えす
ることは、政策の円滑な遂行に不可欠です。この日
は、第８次医療計画に向けて、薬局や薬剤師に期待す
ることや目指すべき方向性について講演しました。

学会などに参加するときは、他の演者の講演の拝聴や、展示の見学をしま
す。最新の学術情報や技術動向を把握することは薬系技官として不可欠で
す。近年はDX（デジタルトランスフォーメーション）関連の技術の発展が
著しく、これらの知識を入手する機会は貴重です。

出勤

9:30

12:00

13:00

15:00

18:00

医療機関を視察し、医療機関と薬局の連携について情報を収集しました。
医療現場での運用や課題などを知ることにより、机上の空論で制度や政
策を立案することを防ぎます。また、好事例を学ぶことにより、あらたな
制度や政策の立案に生かすことができます。

出張時は用務を終えたあとの食事が楽しみです。事前に下調べをして、そ
の土地の名物や美味しいお店を見つけておきます。職場の人から、おすす
めのお店を教えてもらうことも多いです。

通勤中に仕事のアイデアを練ります。遅くまで残業するよりも、一晩の
睡眠をとることでいい考えや解決策を思いつきます。

普段は庁舎内の食堂を利用しています。天気の良い日は、厚生労働省の前
にある日比谷公園を散歩してリフレッシュします。

仕事帰りにジムで汗を流します。オン・オフのメリハリが重要です。

日本薬剤師会と令和６年度から始まる第８次医療計画にむけて、薬剤師に
よる在宅緩和ケアの参画促進について意見交換をしました。社会のニーズ
を把握し、関係団体と連携して施策を円滑に実行するためにも、相互の信
頼関係を築くことが重要です。

部局横断的な仕事は多く、関係部局との連携は不
可欠です。在宅医療への薬剤師の参画に関して
も、薬事行政や医療保険、介護保険と密接に関係
します。関係部局がどのような政策を打ち出そう
としているのかを互いに把握することで、効果的
な政策を打つことができます。役職・年次を問わ
ず自由に議論を交わし、熱い思いをぶつけます。

新しい制度や政策を企画・立案する際は、各分野の有識者を構成員とする
検討会などに諮ります。この国の医療をよくしたいという基本的な考えの
もと、検討会では構成員から様々な意見が出されます。一つ一つ検証し、
関係者と丁寧に調整を進めるには強堅な意思と情熱が必要です。その過程
で制度や政策が細緻化されます。関係者の合意を得てまとめ上げたときの
達成感は大きく、行政官としての仕事の醍醐味の一つです。

普段の業務の日 外勤・出張の日

マンスリー休暇で
一区切り　

医薬・生活衛生局
監視指導・麻薬対策課　係員

吉岡  希恵
Y O S H I O K A  K i e

「マンスリー休暇制度」という、月1日以
上の年次休暇を取得する制度があり、業務
状況に合わせて休暇を取得しています。課
内でも休暇を取得するよう呼びかけがあ
り、休暇を取得しやすいです。大きな業務
が終わった区切り等に１日の休暇を取得す
ることで、集中力を保って業務に臨むこと
ができます。

自宅で快適に仕事を

医薬・生活衛生局
医薬品審査管理課　係員

髙野  峻輔
T A K A N O  S h u n s u k e

厚生労働省では、積極的なテレワーク制度の活用
が推奨されており、役職に関わらずテレワークが
できる環境となっています。そのため、会議の予
定がない日などではテレワークを行うようにして
おり、自宅のテレワーク環境を整え、快適にテレ
ワークを行っています。テレワークの日は早めに
仕事を切り上げ、友人とご飯を食べるなど平日で
もメリハリのある生活を過ごしています。

仕事への
モチベーションアップに

医薬・生活衛生局
食品基準審査課
残留農薬等基準審査室　係員

川上  今日子
K A W A K A M I  K y o k o

年次休暇はもちろん丸１日単位で取得す
ることもできますが、業務やプライベー
トに合わせて、午前休、１時間休など短
い時間でも取得できます。仕事を早めに
終わらせたり、お昼休みを長めにとった
りなど、お休みを適度に取得して気分を
リフレッシュしながら仕事に取り組むこ
とができます。

令和３年　入省
令和３年　医薬・生活衛生局総務課

平成12年 入省
平成20年 医政局総務課専門官
平成23年 医薬食品局食品安全部基準審査課課長補佐
平成25年 内閣府食品安全委員会事務局
 評価第一課課長補佐
平成29年 （独）医薬品医療機器総合機構国際部
 国際企画調整課長
令和2年 現職

出勤

9:30

12:00

13:00

18:00

出勤

9:30

12:00

13:00

18:00

入省直後でも多様な働き方ができる

若手薬系技官の
WLB

平成27年 入省
平成27年 医政局 研究開発振興課
平成29年 医薬・生活衛生局 食品基準審査課　係長
令和元年 北海道保健福祉部 地域医療推進局
 医務薬務課　薬務係長
令和４年 現職
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Work Life Balanceワークライフバランスをサポートする
さまざまな制度

子どもが生まれるすべての男性職員が１か月以上の育児休業･休暇を取得
することが政府目標とされています。厚生労働省では、子どもの出生前に、
上司とも相談しながら、育児休業の取得計画を作成することとなっており、
育児休業の取得が推奨されています。
私も、子どもの出生から約１か月半の間、育児休業を取得することができ
ました。育児の大変さやよろこびを実感できるなど、非常に貴重な時間を
過ごすことができ、職場の皆様のご協力に感謝しています。
まわりでも育児休業を取得する男性職員が増えており、育児休業を取得し
やすい環境になっていることを実感しています。

2022年に第1子を出産しました。
妊娠中はつわりで気分が悪いときもありましたが、テレワークの実施に
よって通勤の負担が軽減できました。また、1時間単位で休暇が取得で
き、朝夕の通勤ラッシュを避けたり、通院の前後にお休みをいただいた
りしたおかげで、業務を続けられました。
出産に際しては、予定日の6週前から取得できる産前休暇を利用し、余
裕をもって里帰りができたのでとても助かりました。
現在は育児休業を取得しており、初めてだらけの子育てに奮闘していま
す。今後職場復帰する際には、フレックスタイム制度や育児時間など様々
な制度から自分に合ったものを活用していきたいと考えています。

厚生労働省では、働き方改革の旗振り役として、職員の働き方改革やワークライフバ
ランスの実現に向けて様々な制度を設けています。ライフステージや働き方の希望に
よって、自分に合った制度を活用できます

５、２、１歳の３姉弟を育てながら、時短勤務で働いています。保護者会
や乳児健診の予定があるときはテレワークを活用、こどもの急な体調不良
時には、１時間単位で取得できる看護休暇を使わせてもらっています。勤
務時間を過ぎて残っているときは「お迎え大丈夫？」と声をかけてくださ
り、子育てしながら働くことにとても理解のある職場です。
時短勤務ながらも、責任とやりがいのある仕事をさせていただいており、
母親以外の立場で過ごせる時間は、私にとってとても大切なものです。子
供の成長は早く、今この時を大事にしながら、自分のキャリアも諦めずに
働き続けたいと思っています。

老健局
老人保健課　調整官

阿波  圭介
A W A  K e i s u k e

３人姉弟を育てながら働いています

医薬・生活衛生局
医薬安全対策課　副作用情報専門官

岩井  遥香
I W A I　H a r u k a

妊娠・出産・育児を支えてくれる制度が
充実しています

医薬・生活衛生局
医薬品審査管理課
化学物質安全対策室　微量化学物質専門官

江田  美沙子
E D A  M i s a k o

男性職員も育児休業を取得しやすい
環境になっています

産前産後休暇
出産前・出産後の休暇を取得できる

男性職員の配偶者出産休暇
妻の出産時・入退院時の付き添いのために休暇を取得
できる

育児休業・育児短時間勤務
子が３歳までなら一定期間休業でき、未就学までなら勤
務時間を短くできる

子の看護の休暇・育児参加のための休暇
通常の有給とは別に、子育てのために有給を取得できる

介護休暇・短期介護休暇
要介護者の介護のために休暇を取得することができる

休暇制度
有給休暇や夏期休暇などがある

ゆう活制度
通常より早く出勤する代わりに早く退勤できる

フレックスタイム
一定の範囲内で登庁時間・退庁時間を変更することができる

テレワーク
自宅など、省外から平常通り業務を行うことができる

育児・介護支援

休暇・働き方改革
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薬系技官という道を選んで

若 手 薬 系 技 官 の リ ア ル な 声

薬系技官の道を選んだ

若手薬系技官に
聞いてみました！

厚生労働省を選んだ理由は職員によって様々です。業務にあたり、科学の見識を活かして幅広く人の
役に立つことができることを魅力に感じている職員が多いようです。また、説明会などに参加した際
の雰囲気が決め手になったとの声もありました。「この職場の人たちと一緒に仕事をしたい」と感じ
るかどうかも大事なポイントかと思います。

総合職・薬系技官の魅力としては、若いうちから上司のサポートの下で仕事を任され、その分野の第
一線で活躍している専門家の方々と一緒に仕事ができるということがあります。責任ある仕事です
が、やりながら慣れていくことができるので、安心して取り組むことができます。

学生時代に得た語学や理系の知識を仕事に活かせた、という声のほか、アルバイトや部活、一人暮らし
の知恵など、幅広い経験が仕事に活きているようです。学生時代に経験したこと、感じたことを基盤と
しつつ、配属後は、担当業務について理解を深めるために日々勉強しながら仕事を進めていきます。

薬系技官のやりがい

令和４年度
入省 日本企業の創薬力を強化したいと思ったため。また、薬

事行政に関して海外との架け橋になるようなスケール
の大きい仕事に興味があったため。

薬剤師の活躍の場をもっと広げたいと思ったため。

臨床、研究、産業振興のどの立場においてもイニシアチ
ブを取れる日本で唯一の組織だから。特に薬事行政にお
いて薬系技官の果たす役割は大きいと感じたから。

最も興味・関心のある分野である「医療」に関わるこ
とを仕事にしたかったのと、患者のために働く医療
従事者を支援することで、自分一人が働くよりもよ
り多くの人の健康に貢献することができる仕事だと
考えたから。

インターンシップで先輩職員の活躍を肌で感じて、自分
も仲間に入りたいと思ったから。

直接的でなくとも国民全員を救うことのできるス
ケールの大きい仕事だから。

専門家や事業者といった知識も経験もある方たち
と接するなかで、自分も成長できること。

課内の業務が新聞等で取り上げられていると、世間
で起こっている問題や課題に第一線で取り組んでい
ることを実感できること。

人の健康に様々な分野から携わることができ、ど
の分野も国民の安心・安全に果たす役割が大きい
ために責任感とやりがいをもって働くことがで
きること。

最新の医薬品・医療機器等の研究開発の情報に触
れることができること。

厚生労働省では新型コロナウイルス感染症の流行に対
して多くの政策を講じており、時には局や省を超えた
動きとなり若手が関わる機会も多いです。実際にコロ
ナ対策本部で働いた際は、報道では知りえないリアル
タイムに政策を動かしている現場に入り、「国」に対し
て働きかけていることを実感しました。目に見える結
果ばかりではありませんが、薬系技官は草陰から最前
線まで活躍の場を広げ、国民が安心して笑顔で生活で
きる基盤作りに繋がっていると感じられる魅力的な職
業だと思います。

薬学に限らない専門性を活かせる職場

薬系技官と聞くと薬学部のイメージが強いですが、薬
学部以外の出身の先輩方も多く活躍しています。ま
た、専門家や研究者との繋がりも多いため、専門知識
が必要な局面でも乗り越えることができます。大学等
で培った薬学に限らない専門性を日々の業務に還元
し、ディスカッションに新しい視点を生み出すことが
できるのも、やりがいのひとつです。国民の生活や健
康を支える仕事、薬事行政に少しでも興味があれば、
やりたいと思ったことに挑戦できる環境がここには
あります。

薬系技官を目指した理由

医薬・生活衛生局
総務課　係員
卒業学部 ー 薬学部（４年制）

鵜川  佑太
U K A W A  Y u t a

医薬・生活衛生局
監視指導・麻薬対策課　係員

卒業学部 ー 薬学部

山中  慎太郎　
Y A M A N A K A  S h i n t a r o

医薬・生活衛生局
医療機器審査管理課　係員
卒業学部 ー 工学部

大場  崇史
O B A  T a k a s h i

医薬・生活衛生局
医薬安全対策課　係員

卒業学部 ー 医学研究科

牧野  恵利
M A K I N O  E r i

医薬品や医療機器というのは、研究開発により生み出
すだけでなく、それを適切に患者さんに届けることで
初めて意味を為すと考えます。国民が必要とするもの
は何かを考え、その在り方を決定するという立場に興
味を持ち、それまで研究ばかりだった生活から、行政の
世界に身を投じることに決めました。実際に働いてみ
ても、この施策が国民にどのような影響を与えるのか、
ということを考える機会が多く、研究者として手を動
かすことはなくても、国民の健康にわずかながらでも
貢献していることを実感します。

薬学部こその強みを活かす

薬系技官は主として医療、健康に関する業務を行います。
そのため、医薬品や医療機器、ワクチンなど薬学部で学ん
だ分野に触れる機会が多々あり、薬理学や薬剤学、衛生学
など幅広い知識を活かして医薬品や医療機器の適正使用
に貢献することができます。また、臨床現場ではあまり使
用することのない法規の知識も活かすことができます。
私自身、入省して一年未満ですが、薬学を専門にする方に
とって専門性を多く活かせる職場だと感じています。国民
の医療、健康の推進に貢献したいと思う方は是非挑戦して
みてください。

R E A L  V O I C E

厚
生
労
働
省
を
目
指
し
た
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由
は
？

厚
生
労
働
省
で
働
い
て

よ
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
は
？

学
生
時
代
に
や
っ
て
お
い
て

仕
事
に
活
き
た
こ
と
は
？

理系のバックグラウンドや大学で学んできた専門
性を活かして、様々な切り口から行政に携わること
ができること。

薬学や理系（サイエンス）の専門知識を学んでいる
ので、業務に関する資料を見て内容が理解できるこ
とも多い。

省内外の様々な職種の方と話すため、アルバイトで
コミュニケーション能力を養っていたことは活用で
きていると感じる。

想像以上にフレンドリーで親切丁寧に話してく
れる人が多く、和気あいあいとしていること。

英語。国内の業務で英語を使う機会は無くとも、
国際会議に出たり、海外規制当局とやりとりする
際は仕事に活きていると感じる。

自分なりのストレス発散方法を見つけていたこと。
仕事が大変なときでも、推しを尊ぶことで仕事への
活力が湧いてきます。

薬系技官にアンケートしてみました！
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科学と制度と現場を
つなぐ橋渡し役として

　「すべてのものは毒であり、毒でな
いものはない。用量だけが毒でないこ
とを決める。」これは、16世紀ヨーロッ
パの医師・化学者であるパラケルスス
の言葉です。言い換えれば、医薬品や
化学物質はその量によって毒になり得
るということであり、薬学と毒性学は
表裏一体であることは薬学を学ぶ際に
まず教え込まれることでもあります。
　日常生活において様々な化学物質と
接する機会がある中、化学物質と人
体・生体との関係性を理解すること
は、国民の生活を守るために不可欠な
ものと言え、そこで用いられる安全性
評価・リスク評価の考え方は、医薬品
だけでなく、化粧品、食品添加物、農

薬、環境化学物質などの規制のベース
となっています。
　国民の生活を守るためには、危険な
物質は使用などを禁止する手法があり
ますが、必ずしも○か×かの二者択一
で選択できるとは限りません。例えば
医薬品であれば、適応疾患や用量、対応
する医師・薬剤師、販売方法など、複数
の要素の組合せにより使用が認められ
る制度設計・運用になっています。ほか
にも、品質とコスト、安全確保と利便
性、検証レベルと時間・費用など、ト
レードオフとなる事象についてはどち
らか一方を優先すればよいものではな
く、最適解を導き出す必要に迫られる
場面が数多くあります。

　また、政策を作る上では、行政、現
場、企業、医療従事者、患者、消費者な
ど、様々な立場の意見を考慮すること
が必要となります。そして、複数の考
慮要素からなる連立方程式を解くよう
なことが求められる場面も少なくあり
ません。
　なぜ「薬系」技官が必要とされるの
か。それは、事象を物質から見る物理
学・化学だけでなく、生体から見る生
物学だけでなく、複数の視点から科学
的・論理的に思考できることが「薬系」
のアイデンティティであり、多様な視
点から最適解を導き出そうとする人材
が行政の様々な場面で必要とされてい
るためであると実感しています。
　行政の場で科学と制度をつなぎ、正
しくわかりやすくコミュニケーション
を図る役割を担う、多様な経験・考え
方を持った人たちに集まっていただく
ことが、国民の生活を守ることにつな
がると期待しています。

私が役人に求められる能力として
感じたこと

　私もこの世界で30年近く働いてき
ました。様々な先輩、後輩と付き合い、
それぞれの人の能力、個性と触れ合っ
てきました。この機会に、私なりにこれ
までの厚生労働省での人生を振り返っ
てみて、役人に求められる能力として
感じたことを個人的に整理してみたい
と思います。
　役所の仕事の醍醐味は社会の仕組
みをより良くするために、政策を立案
する機会を与えられていることだと
思います。これを実行に移すことは容
易なことではありません。立案しよう
とする政策にまつわる様々な事象（現
行制度、これに関わる利害関係等）を
俯瞰して、目指す方向を実現するため
に、どのような具体策を打ち出すの
か、緻密かつ大胆な判断と説明力が必
要となります。
　もう一つは、組織をまとめ、組織の個
人の能力を引き出すことにより、チー
ムとしての力を最大限発揮させる能力
です。チームの意見に耳を傾けつつ、最

善の解決策を決断、実行することが必
要です。そして、組織をまとめる人は
部下の人事配置に対しても敏感で、２
年、５年、10年先を見据えて、組織とし
ての力を高めるため、どの人材をどこ
に配置して、能力を伸ばすのかもよく
考えています。
　こうした二つの能力を併せ持つ人
は、私の厚労省での人生の中でも先
輩、後輩の中に数は少ないですが実
在し、私はそうした人たちを尊敬し
てきました。個人的な考えですが、こ
うした人材が多くなれば、組織とし
ての力は非常に高まると思っていま
す。薬系の組織もそうなれば良いと
思っています。

これをお読みになる次世代の薬系職員
を目指す方におかれては、入省されれ
ば、まずは目の前の仕事に前向きに取
り組んでいただくしかありません。担
当する業務は、厚労省の中でも承認審
査、研究開発振興、診療報酬など様々な
領域だけでなく、内閣府などの他省庁、
PMDA、AMEDなどの関係法人のほ
か、海外や地方自治体など、様々な機関
の仕事がありますので、立場を変えて
様々な業務を経験することにより、視
野を拡げながら自らを成長させていく
ことが可能です。
　大きな目標を常に意識しながら、幅
広い視野で業務に取り組んでいただく
ことを期待しています。

内閣府 食品安全委員会事務局
評価第一課長

紀平  哲也   K I H I R A  T e t s u n a r i

平成７年 旧厚生省入省
平成22年 富山県 厚生部 くすり政策課長
平成24年 (独)医薬品医療機器総合機構 生物系審査第二部 審査役
平成26年 医薬食品局 総務課 課長補佐
平成28年 医薬・生活衛生局 総務課 医薬情報室長
平成29年 医薬・生活衛生局 総務課 薬事企画官
平成30年 (独)医薬品医療機器総合機構 ワクチン等審査部長
令和２年 保険局 医療課 薬剤管理官
令和４年 現職

医薬・生活衛生局
医療機器審査管理課　課長

中山  智紀  N A K A Y A M A  T o m o n o r i

平成６年 旧厚生省入省
平成23年 内閣官房医療イノベーション推進室企画官
平成25年 内閣官房健康・医療戦略室企画官
平成25年 大臣官房厚生科学課研究企画官
平成28年 保険局医療課薬剤管理官
平成30年 内閣府食品安全委員会事務局評価第一課長
令和２年 医薬・生活衛生局食品基準審査課長
令和２年 国立がん研究センター理事長特任補佐
令和４年 現職

先輩薬系技官からの  M E S S A G E   
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薬系技官として採用されると、おおむね２年ごとに部署を異動します※。

異動を繰り返しながら、様々な業務を経験してキャリアを積んでいきます。

異動の頻度は多いですが、前任者からの業務の引き継ぎや、職場の上司や同

僚のサポートもありますので、安心して仕事を進めることができます。

他機関への
出向や海外留学

係員・係長

他省庁 
内閣官房、経済産業省、
文部科学省、環境省等

在外公館・国際機関
大使館、WHO、JICA等

上司の元で幅広い部署を経験し、

薬系技官として必要な知識を習得

します。

若手から制度改正などの政策立案

に積極的に関わることができます。

他省庁や他の組織への出向、長期

の留学の機会もあります。

業務の中核を担い、課題解決に向

けた政策立案に関わります。

様々な部署で経験を積み、組織を

総括する立場を期待されます。

関係部署と連携することも多く、

これまでの経験が活かされます。

厚生労働省以外の組織で仕事をす

ることもあります。

キャリアパス

医薬・生活衛生局
監視指導・麻薬対策課　係員

吉岡  希恵

保険局
医療課　薬価改定係長

池田  大輔

医薬・生活衛生局
総務課国際薬事規制室
国際化専門官

柳澤  真央

大臣官房厚生科学課
医薬品等行政評価・監視委員会室

室長補佐

藤井  哲朗
P24 P17 P13 P15

CAREER  PATH

※部署によっていろいろなケースがあります

採用までのプロセスについて教えてください。

まず国家公務員総合職試験の「化学・生物・薬学」を受験し、合格する必要があります。その後、官
庁訪問を行い、最終的に採用となります。官庁訪問は厚生労働省の採用担当者が志望する受験者
の皆さんを把握するためだけではなく、受験者に業務内容を知って頂く機会となります。具体的
には実際に業務を行っている職員との面接や、グループディスカッション等が行われますが、年
によって内容は変更されます。

Q
A

薬学部以外の学部の卒業生でも採用されますか？

薬系技官の採用にあたっては、学生の熱意や人物像等を総合的に評価しています。卒業学部等は
問いません。また、過去の採用実績として、薬学部以外を卒業した方も多数採用されています。

Q
A

定期的に配属部署に関する希望等を伝えることができますが、総合職としては特定の分野に限定
されることなく、様々な部署で経験を積むのが重要と考えています。また、転勤を伴う異動として、
地方行政組織への出向や、外国の大使館、国際機関での勤務等がありますが、これらについても希
望の有無を伝えることができます。

配属部署に関する希望を出すことはできますか？地方や海外勤務はありますか？Q
A

人事院のプログラムにより海外留学をすることが可能です。留学先は自ら選ぶことができ、薬系技
官として必要な知識・経験を習得することが可能です。入省後の業務の状況や語学力（TOEFL等）
を踏まえた選考があります。

留学をすることはできますか？Q
A

子育てをしながら勤務している職員は多くいます。育児休暇や育児短時間勤務制度等があり、育
児をしながらキャリアを積むことが可能です。

子育てと仕事を両立することはできますか？Q
A

よくある質問

地方公共団体 
都道府県等

課長補佐・専門官

海外留学

経験で培った広い視野と専門性

をもとに、責任者として組織をマ

ネジメントし、政策の方向性を決

定します。

薬事分野、食品安全分野、医療分

野など、薬系技官が関わる分野

の第一線で新たな課題に対応し

ます。

P30 P31

医薬・生活衛生局
医療機器審査管理課　課長

中山  智紀

内閣府 食品安全委員会事務局
評価第一課長

紀平  哲也

企画官・課室長

F A Q
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令和５年度（令和６年度採用予定者）  採用スケジュール予定

令和６年度採用予定者については、国家公務員採用総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）の
「化学・生物・薬学」区分の最終合格者から採用予定です。

採用予定区分

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

３月1日（水）～３月20日（月）

４月9日（日）

４月21日（金）

５月７日（日）

6月１日（木）

10月１日以降

国家公務員採用総合職試験申込受付期間

第１次試験

第１次試験合格者発表

第２次試験（筆記）

総合職試験最終合格者発表

内定

６月８日（木）

５月15日（月）～5月31日（水）

5月22日（月）～5月31日（水）

第２次試験（人物）［大卒程度試験の場合］

採用人数

募集要項

令和5年
9（3）

年度

人数

令和4年
7（2）

令和3年
  8（4）

平成30年
  8（3）

平成31年
  8（5）

令和2年
  9（4）

（  ）は採用者のうち女性の数

既合格者向け官庁訪問　開始

第２次試験（政策課題討議・人物）［院卒者試験の場合］

※試験情報の詳細等については、「国家公務員試験採用情報NAVI」（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html）
　をご覧ください。

薬系技官採用実績の内訳

出身地、出身大学ともに全国に広
がっています。学部卒、大学院卒
など、幅広く採用しています。

入省８年目までの職員の出身学部

採用実績
その他の出身学部の例
・理学部
・工学部
・農学部（含、獣医学科）
・医学部
・理工学部

６月12日（月） 官庁訪問　開始

官庁訪問においてほぼ必ず行われるのが、実際に働いている
職員との面接になります。受験者の皆さんが実務に触れる貴
重な機会でもあるので、ここで厚労省に対する印象や情報を
アップデートする人も多いです。

どんな対策をした？
・各種説明会、OB/OG訪問で情報を収集した。
・面接で得た知識を使ってグループディスカッションにて
　解決案を模索した。
・採用パンフレットを隅から隅まで読み込んだ。

官庁訪問では何をする？

厚生労働省では、毎年夏から秋にかけてインターンシップを実施しており、１週間～２週間程度、ご希望の部局において実際の業務を
体験していただいています。毎年春から夏にかけて厚労省ホームページ等で募集をかけ、各大学を通じて応募いただいていますので、
詳細については募集の際にご確認ください。

インターンシップについて

c o l u m n

「健康」　－それは人々の生活の原点ともいえる大事なものです。

ICT や AI の開発等、科学技術の発展により、社会は目覚ましいスピードで変化しています。

私たちは、様々な観点からその影響を評価・予測し、変化に追いつき、さらに先取りして、

社会で有効かつ安全に活用できるためのルールを作ることで国民の健康の維持に貢献しています。

薬系技官には、革新的な医薬品、医療機器の開発、食の安全、医療提供体制の確立など

人々の健康を守るための重要なミッションが待っています。

さあ、一歩踏み出そう！　

「ココロもカラダも健康で長生きできる社会」の実現に、

あなたのチャレンジを心待ちにしています。

人々が「ココロもカラダも健康で幸せに生きていく」
という原点を支えていく使命

「霞が関OPENゼミ」をはじめとする各種業務説明会では、薬系職員の業務内容の紹介や採用までの
スケジュール等、厚生労働省への就職を検討する上で有意義な情報が得られますので、是非ご参加く
ださい。説明会の日程は、厚生労働省薬系技官の採用ホームページをご覧ください。
またOB/OGへの訪問を含め、職場訪問を希望される方は、お一人でも訪問を受けますので、お気軽に
採用担当までお問い合わせください。

薬系技官の業務内容をもっと知りたい

厚生労働省　薬系技官採用情報ページ
https://www.mhlw.go.jp/general/saiyo/kokka1/yakugaku.html

薬系技官採用担当メールアドレス
recruitmhlwph@mhlw.go.jp

薬系技官　採用
またはキーワード検索にて

その他の
学部

18名（31%）

その他の
学部

18名（31%） 薬学部
-６年制-
40名（57%）

薬学部
-６年制-
40名（57%）

薬学部
-４年制-
8名（12%）

薬学部
-４年制-
8名（12%）
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